ほんとう は、 三月に はま だ 山の 春 は 来ない。 三月 春 

分の 日と いうのに、 山の 小屋の まわりに は 雪が いっぱ 

い ある。 雪が ほんと に 消える の は 五月の 中 ほどで ある _ 

つまり、 それまで 山々 にかぶ さって いた、 氷の ように 

冷たい 空気が、 五月 頃になる と、 急に 北の方へ おし 流 

されて、 もう 十分 あたたかく なって いる 地面の 中の 熱 

と、 日の 光と が、 にわかに 働き だして、 一日 一刻 も惜 

しいよう な 山の 春が あらわれ、 又た ちまち それが 夏に 

かわって ゆく ので ある。 東北の 春の あわただし さは、 

リン ゴ、 梅、 梨、 桜の ような、 いわゆる 春の 花の 代表 

が、 前後す る 暇 もな く、 一時に ぱっと 開いて、 まるで 



ていた 雪の 原に 割れ目が できて くる。 大 てい 畔に そつ 

て 雪 は 解ける。 雪の 断層が できて、 山岳で いう 雪の 廊 

下の ようになる。 それが くずれて、 南側の 日 あたりに 

枯 草の 地面が 顔 を 出す。 地面が 顔 を 出す が 早い か、 

たち ま 

忽 ち ここの 日光 をした つ て フキの 根から ぼ つかり 青 

ぃフ キノ トウが 出る。 このへんで はこれ を バッケ とよ 

んで いる。 二つ、 三つ、 雪の 間の 地面に バッケ を 見つ 

けた 時の よろこび は 毎年の ことながら 忘られない。 ビ 

タ ミン BC の 固まりの よう だ。 さっそく 集めて、 こげ 

ほう 

いろの 苞を とりすて、 青い、 やわらかい、 まるい、 山 

の 精気に みちた、 いきいきと したやつ を、 夕食の 時、 



いろりの 金網で かろく やき、 みそ をぬ つたり、 酢 をつ 

けたり、 油 をたら したりして、 少々 にがい の を その ま 

またべ る。 冬の 間の ビタミン 不足が 一 度に 消しと ぶよ 

うな 気がする。 たくさん とった 時 は 東京で 母が したよ 

つくだに たん 

うに 佃煮に してた くわえる。 痰の 薬 だとい つ て 父が よ 

くた ベて いた。 

バッケ に は 雌雄の 別が あって、 苞の 中の 蕾の 形が ち 

が う。 雌 の 方 は晚春 の y J ろ 長く 大きく 伸び て タン ポポ 

のよう な 毛の ついた 実にな つて、 無数に 空中 を 飛んで 

ゆく。 

バッケ をた ベて いるう ちに、 山で は ハン ノキに 金 



モ ー ルの 花が ぶら下がる。 この 木 を 山で は ャッカ (八 

束 か) とよんで いるが、 大 へん 姿の いい 木で、 その 細 

かい 枝の さきに 無数の 金モ ー ルが ぶら 下って 花粉 を ま 

く。 小さな 俵の ような 雌花が あとで いわゆる ヤシ ャの 

実にな リ、 わたくし など は 木彫の 染料に、 それ を 煮出 

してつ かう。 もう その 頃に は 地面の 雪もう すくなり、 

こみち 

小径 も 出来て 早春ら しい 景色が はじまり、 田のへ りに 

はャブ カン ゾゥの 芽が さかんに 出る。 これ もちよ つ と 

油で いためて 酢み そでく うとうまい。 山の 人 はこれ を 

カツ コと いっている。 カツ コが 出る と カツ コ鳥 がくる 

し、 カツ コ 鳥が くると 田植 だと 人 はいう がそう でもな 



ら秋、 お 正月に かけて、 まつ 青な、 歯 ぎれ のい い ワラ 

ビの漬 ものが たべられる。 ヮ ラビの 頃 あぶな いのは 野 

火 だが、 これ は 又 別に かく。 

やがて、 野 山に かげろうが 立ち、 春霞が たつ。 秋の 

夕方 は 青い 霧が 山々 を うずめて うつくしく、 それ を わ 

たくし は 「バッハの 蒼」 と 称して いるが、 春の 霞 はさ 

まき はく 

すがに 明るく、 セ リュリ アン 色の 蒔箔 のように 山々 の 

間にう いている。 遠山 はま だ 白い が、 姿の やさしい、 

低い 山々 の 地肌に だけ 雪が のこ つ て、 寒さに 焦げた 

ほ ， .1 すぎ 

鋅杉 や、 松の木が、 その 山々 の 線 を 焦 茶い ろに いろどつ 

ている ところへ、 大和絵の ような 春霞が 裾の 方 を ぼか 



している 山の かさなり を 見て いると、 何だか 出来立て 

の 大きな あんばん が 湯気 をた てて、 懐紙の 上に いくつ 

も 盛られて いるよう で、 わたくし は枯 草の 原の 枯木の 

株に 腰をおろして、 「これ は 大きな あんばん だな あ、 う 

まそう だな あ、」 と 思って 見て いる。 

ゥグ イスと いう 鳥 は 春の はじめは 里の 方に 多くい る 

もので 人家の 庭な どで さえずる が、 山に 来る の は 初夏 

から 秋までで ある。 山に いても、 どこに いても この 鳥 

の 声ば かり は あたり を 払うよう な 美し さ を 持って いる _ 

山で は 殊に 谷 渡りが すばらしい。 山の 春の 鳥 はまる で 

動物園の ようで、 朝夕 はまこと にお そろし い。 鳥の 出 



底本 ： 「昭和 文学 全集 第 4 巻」 小学館 

1989 (平成 元) 年 4 月 ー 日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「高 村 光太郎 全集 第 ^巻」 筑摩 書房 

1958 (昭和お) 年 3 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

人. R .. compass 

校正 ： 門 田裕志 

2 006 年：：： 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



